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一審原告らの弁論更新における陳述
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敷地高を超える津波が予見できたか

2



甲Ａ67・阿部勝征「巨大地震 正しい知識と備
え」226頁
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甲Ａ314 2002年8月1日・朝日新聞
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5



丙Ａ２８ 長期評価１０頁表３－２ 6



丙Ａ168—２、深尾・神定論文 7



8
佐竹・谷岡（甲Ａ69、「月刊地球」2003年5月号348頁）



甲Ａ296 今村文彦「津波地震で発生した津波－環太平洋の事例－」402頁 9



今村文彦氏の論文による世界で確認されている１０例の津波地震の分類（佐竹健治氏谷岡勇一郎氏協力）

1 １８９６年 明治三陸地震

①
沈み込み帯での付加体プリズムで
発生した地震

2 １９４６年 アリューシャン地震

3 １９９４年 東ジャワ沖地震

4 １９６０年 ペルー地震

②
付加体の存在とは直接関係ない、
緩やかな断層破壊を伴う地震

5 １９６３年 ウルップ島沖地震

6 １９９２年 ニカラグア地震

7 １９７５年 色丹沖地震 ②又は③ ③は付加体での分岐に伴う地震

8 １９２９年 グランド・バンクス地震

④ 海底地滑りなどを伴った地震

9
１９９８年 パプアニューギニア

地震津波

10 １９８４年 鳥島近海沖地震 ⑤ 地震活動を原因としない現象

注：５番の「１９６３年ウルップ島沖地震」については、今村論文４０４頁では①とされているが、「境界でほとんどの堆積物が沈み込んでいる」とされ、かつ４０２頁の図では☆（②）とされて
いる。

甲Ａ２９６の分類を一審原告訴訟代理人において表にした
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丙
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①２００２年発表された土木学会「津波評価部会」における評価との対比 

 明治三陸地震 慶長三陸地震 延宝房総沖地震 

「津波評価技術」 ８．３（Ｍｗ） ８．６（Ｍｗ） ８．２（Ｍｗ） 

「長期評価」 ８．２（Ｍｔ） ８．４（Ｍｔ） ８．０（Ｍｔ） 

②その後発表された政府機関、地震学者、原子力事業者による評価との対比 

 明治三陸地震 慶長三陸地震 延宝房総沖地震 

中央防災会議（2006） ８．５（Ｍ） ８．６（Ｍ） ８．４２（Ｍｗ） 

阿部勝征（2003） ８．６（Ｍｔ）   

佐竹健治 ８．６（Ｍｔ）   

茨城県報告（2007） ８．６（Ｍｗ）  ８．２９（Ｍｗ） 

東電推計（2008） ８．３（Ｍｗ）  ８．３（Ｍｗ） 

土木学会第４期(2010) ８．３（Ｍｗ） ８．６（Ｍｗ） ８．２（Ｍｗ） 
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本件事故を回避することができたか
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甲Ａ２６７に
注釈を追加
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乙Ａ１０の２、東電事故調・添付資料３－７
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甲Ａ２０５・４－３８頁。ただし、５号機及び６号機の欄は割愛
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丙Ａ４３－１・３～４頁 17



丙Ａ４３－１・３～４頁 18



丙Ａ４３の１・１９頁、３頁
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甲Ｈ１１・資料１６・通し頁の１２９頁 20



甲Ａ２０５、「福島第一原子力発電所及び福島第二原子力発電所における平成２３年東北

地方太平洋沖地震により発生した津波の調査結果に係る報告（その２）」４－４３頁。な

お、マスキング部分の一部を乙Ａ４２により補充。 21



甲Ａ２０５・４－４４頁
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甲Ａ２０５・４－４５頁 23



甲Ａ２０５・４－４６頁 24



甲Ａ５９ １８９６年明治三陸地震の波源を福島県沖の
日本海溝寄りに想定した推計。いわゆる２００８年推計
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甲Ｈ１１・資料１７・通し頁で１３０頁 26



甲Ａ３１８・渡辺意見書６頁

27



甲Ａ２０５・４―９頁の図（７）
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一審原告らの損害について
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